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雑音や残響のある環境下で目的の音源方向を検知し，その信号を 

取り出す 

 

 新たに開発した「重み付きウイナー利得」を用いて，方位角と仰角を含めた 2 次元の方向推

定をたった 2 個のマイクロホンで行い，非常に歪の少ない雑音抑圧を行います．この技術は，

携帯電話や補聴器，音声入力式のカーナビ，ロボットの聴覚など，広範な応用が期待できます．

 

    
 

携帯電話や補聴器，音声入力式のカーナビ，ロボット聴覚 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 

 原音声 

インパルス性雑音（ハンマ音）の 

重畳した音声

従来法Ａ（2ｃｈスペクトル 

サブトラクション）

従来法Ｂ（適応ビームフォーマ） 

提案法 
 

雑音抑圧処理結果のスペクトログラム 


